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技
術
士
青
葉
会
の
発
足
に
あ
た
っ
て 

技
術
士
青
葉
会
会
長 
荒 

野 

喆 

也 
  

 

技
術
士
の
青
葉
会
の
発
足
は
、
二
年
半
も
前
の
二
〇
〇
七

年
三
月
三
十
一
日
で
す
か
ら
今
更
な
が
ら
「
発
足
に
当
た
っ

て----

」
と
い
う
気
も
し
ま
す
が
、
発
足
当
時
か
ら
の
念
願

だ
っ
た
「
技
術
士
青
葉
会
会
報
」
の
創
刊
に
当
た
っ
て
、
当

技
術
士
青
葉
会
の
発
足
の
目
的
と
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
同
窓
会
の
準
備
を
は
じ
め
た
三

年
程
前
に
は
、
す
で
に
日
本
技
術
士
会
の
な
か
に
大
学
同
窓

会
が
八
校
ほ
ど
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
大
学
の

所
在
地
が
地
元
の
関
東
地
区
に
あ
り
、
大
学
と
の
連
携
も
と

り
や
す
く
、
大
学
に
よ
っ
て
は
資
金
の
支
援
も
あ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
東
北
大
学
の
よ
う
に
母
校
の
本
拠
地
が
遠
く
離
れ

て
い
る
場
合
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
等
、
懸
念
さ
れ
つ
つ
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
、

大
学
同
窓
会
は
以
後
十
五
校
と
な
り
六
校
増
え
ま
し
た
が

こ
の
六
校
中
四
校
が
遠
隔
地
の
学
校
で
全
国
的
広
が
り
が

顕
著
の
よ
う
で
す
。 

 

と
に
か
く
初
め
て
二
〇
〇
七
年
の
三
月
に
ま
ず
集
ま
っ

て
い
た
だ
く
と
き
は
一
般
的
な
同
窓
会
で
懇
親
・
交
流
が
主

目
的
の
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
席
上
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
討
議
し
て
ゆ
く
中
で
、
な
ん
ら
か
の
母
校
と
の
交
流

の
強
化
が
模
索
さ
れ
、
以
降
、
単
な
る
懇
親
・
交
流
だ
け
で

は
な
く
、
技
術
を
通
じ
て
母
校
へ
の
貢
献
の
道
が
検
討
さ

れ
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
東
北
大
学
産
学
官
連
携
推
進

て 

本
部
と
の
協
定
契
約
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。 

契
約
締
結
と
も
な
る
と
単
な
る
任
意
団
体
で
は
許
さ
れ
な
く
な
り 

一
年
後
の
二
〇
〇
八
年
二
月
に
会
則
を
作
成
し
正
式
に
組
織
化 

し
、
技
術
士
青
葉
会
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。
東
北
大
学
産
学
官 

連
携
推
進
本
部
と
の
協
定
の
目
的
は
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業 

の
支
援
等
で
あ
り
、
関
連
し
て(

株)

東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ 

タ
ル
、(

株)

東
北
テ
ク
ノ
ア
ー
チ
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。
ま 

た
、
仙
台
市
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
理
科
支
援
員
等
配 

置
事
業
の
特
別
講
師
と
し
て
、
技
術
士
の
体
験
を
活
か
し
た
小
学 

生
の
理
科
離
れ
防
止
授
業
に
地
元
会
員
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
最 

初
の
ス
タ
ー
ト
時
の
登
録
数
は
五
十
人
前
後
で
し
た
。 

正
式
の 

会
費
納
入
義
務
を
伴
う
会
員
登
録
時
に
は
二
十
％
程
減
り
ま
し
た 

が
、
そ
の
後
の
会
員
増
強
の
努
力
で
現
在
元
の
数
に
復
帰
し
て
お 

り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
の
全
国
展
開
と
会
員
数
増
強
を
目
指
し 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
青
葉
工
業
会
会
誌
、
機
械
系 

同
窓
会
会
誌
等
へ
入
会
案
内
記
事
の
掲
載
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立 

上
げ
等
実
施
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
会
員
の
増
強
は
会
員
の
勧
誘 

に
よ
る
の
が
最
も
効
果
的
の
よ
う
で
す
か
ら
、
是
非
会
員
各
位
に 

会
員
へ
の
勧
誘
方
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
従
っ
て
当 

会
の
目
的
は
、
会
員
の
懇
親
・
交
流
、
会
員
の
相
互
研
鑽
、
母
校 

へ
の
貢
献
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、
会
員
で
あ
る
こ
と
の
ア 

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の 

で
会
員
各
位
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 
 

技
術
士
青
葉
会
と
東
北
大
学
産
学
官
連
携
推
進
本
部
と
の 

業
務
協
力
に
関
す
る
覚
書
締
結 

 
 
 

技
術
士
青
葉
会
は
、
発
足
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
東
北
大
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
」
た
め
に
、
産
学
官
連
携
推
進
本
部
と
の
間
で
業
務
協
力
に
関
す
る
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。
大
学
Ｏ
Ｂ
が
産
学
官
連
携
推
進
に
協
力
す
る
ケ
ー
ス
は
他
大
学
で

も
あ
り
ま
す
が
、
税
理
士
や
弁
理
士
な
ど
の
事
務
処
理
関
係
の
協
力
支
援
が
多
く
、

技
術
経
営
の
専
門
家
集
団
が
支
援
す
る
と
い
う
の
は
始
め
て
の
ケ
ー
ス
と
い
え
ま

す
。
調
印
式
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
午
後
に
片
平
に
あ
る
東
北
大
学
本
部

三
階
第
二
会
議
室
に
て
、
当
会
の
荒
野
会
長
と
東
北
大
学
産
学
官
連
携
推
進
本
部
長

の
庄
子
理
事
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
東
北
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対

し
て
①
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
指
導
、
②
技
術 

指
導
、
③
市
場
調
査･

販
売
促
進
支
援
、 

④
そ
の
他
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
要
請
が
あ 

っ
た
場
合
の
四
項
目
で
す
。 

 

ベ
ン
チ
ャ
ー
側
は
、
足
元
の
研
究
開
発
や 

資
金
対
策
等
で
多
忙
を
極
め
て
い
る
は
ず 

で
あ
り
、
肝
心
の
販
促
活
動
が
弱
い
点
が 

挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
積
極
的
な
支
援
が
待 

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

な
お
、
当
時
の
模
様
は
新
聞
に
も
報
道 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

技術士青葉会の 

ホームページ開設 

 
河相総務担当幹事のご協力によ

り、技術士青葉会のホームペー

ジが開設されています。 
覗いてみて下さい。また、掲載

記事･投稿は大歓迎です。 
 
URL 
http://homepage2.nifty.com
/MASASHIKAWAI/SUB/ 
連絡先 河相幹事 
RXL00011@nifty.ne.jp 
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東
北
大
学
と
技
術
士
青
葉
会
と
の
連
携
協
力
ス
キ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
支
援
を
仰
ぎ
た
い
こ
と
と
し
て
、
①
開
発
資
金 

や
運
転
資
金
不
足
、
②
創
業
の
拠
点
、
③
市
場
開
拓
力
④
人
材
不
足
⑤
知 

財
権
の
実
施
料
減
免
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
①
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ 

ャ
ピ
タ
ル
（
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
支
援
、
②
は
、
中 

小
機
構
が
運
営
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
（T-Biz

）
で
対
応
、 

⑤
は
大
学
知
財
部
とTLO

の
東
北
テ
ク
ノ
ア
ー
チ
が
制
度
化
す
る
こ
と 

で
対
処
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
学
教
員
が
苦
手
な
③
と
、
資
金
難
の 

た
め
に
優
秀
な
人
材
の
雇
用
が
で
き
な
い
⑤
に
つ
い
て
は
、
技
術
士
青
葉 

会
メ
ン
バ
ー
の
出
番
が
待
た
れ
る
。
こ
の
場
合
、
正
当
な
指
導
報
酬
の
支 

払
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、
支
援
の
仕
方
に
つ
い
て
は
当
事
者
で
詰
め
る 

必
要
が
あ
る
。
非
常
勤
役
員
に
入
っ
て
業
績
向
上
に
努
め
て
上
場
さ
せ
る 

と
い
う
道
筋
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
関
係
先
と
の
十
分
な 

連
携
の
も
と
で
す
す
め
る
こ
と
が
必
須
と
言
え
る
。 

 

 
 

第
二
回
総
会
ル
ポ 

（
虎
ノ
門 

日
本
技
術
士
会
会
議
室
） 

 
 

 
 

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
月
末
の
た
め
か 

参
加
者
は
十
七
名
と
少
な
目
で
し
た
が
、
委
任
状
十
五
と
合
わ
せ
て
三
十 

二
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
荒
野
会
長
か
ら
、
〇
七
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
が 

な
さ
れ
、
続
い
て
〇
八
年
度
活
動
方
針
、
活
動
計
画
、
予
算
計
画
の
説
明 

が
あ
り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
年
会
費
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇 

〇
円
と
し
、
総
会
参
加
者
は
更
に
二
〇
〇
〇
円
を
追
加
す
る
案
も
承
認
さ 

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
へ
の
掲
載
や
、
青
葉
工 

業
会
誌
へ
の
記
事
掲
載
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
北
大
学
産
学
官
連
携
推
進 

本
部
の
組
織
変
更
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
、
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社 

熊
谷 

巧
社
長
か
ら
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
現
状
と
課
題
」
と 

題
し
た
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
熊
谷
講
師
を
囲
ん
で 

な
ご
や
か
な
中
で
懇
談
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

途
中
で
、
新
会
員
と
な
っ
た
沖
津
、
小
山
、
草
間
各
会
員
か
ら
尚
―
ス
ピ 

ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

技
術
士
青
葉
会
総
会
ル
ポ
（
虎
ノ
門
日
本
技
術
士
会
会
議
室
） 

 
 
 
 

 
 
 

設
立
準
備
総
会
（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
一
日
） 

第
一
回
総
会
（
二
〇
〇
八
年
三
月
十
五
日
） 

 
 

 
 
 

荒
野
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
北
大
学
出
身
の
技
術
士
を
名
簿
や 

口
コ
ミ
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
約
五
十
名
強
の
メ 

ン
バ
ー
の
中
で
、
三
十
一
名
が
参
加
し
て
設
立
準
備
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

設
立
準
備
総
会
で
は
、
産
学
官
連
携
推
進
本
部
副
本
部
長
で
本
学
出
身 

の
高
橋
富
男
氏
（
金
属
部
門
・
経
営
工
学
部
門
技
術
士
）
か
ら
「
東
北
大 

学
の
産
学
連
携
推
進
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
な
さ
れ
、
東
北
大
学
に
対 

す
る
企
業
な
ど
か
ら
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し 

た
。
ま
た
、
会
の
名
称
は
「
技
術
士
青
葉
会
」、
初
代
会
長
に
荒
野
喆
也
氏 

が
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

発
足
会
に
は
、
永
田
一
良
日
本
技
術
士
会
副
会
長
も
お
祝
い
に
駆
け
つ 

け
て
く
れ
、
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
懇
親
会
で
も
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
第
一
回
総
会
は
二
十
年
三
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

（
参
加
者
二
十
二
名
） 

基
調
講
演
は
、
当
会
会
員
の
菊
山
紀
彦
氏
（
金
属
部
門
、
航
空･

宇
宙
部
門
） 

か
ら
、
宇
宙
開
発
の
現
状
や
理
科
教
育
に
つ
い
て
豊
富
な
経
験
を
元
に
お 

話
を
頂
き
ま
し
た
。
総
会
議
事
に
入
り
、
東
北
大
学
と
の
業
務
協
力
協
定 

覚
書
内
容
、
会
の
規
約
、
名
簿
の
整
備
、
幹
事
役
割
等
に
つ
い
て
議
論
が 

な
さ
れ
、
内
容
や
方
向
性
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。 

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
和
や
か
に
懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

会
員
募
集
の
ご
案
内 

 
 
 

 
 

技
術
士
青
葉
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

東
北
大
学
お
よ
び
仙
台
工
業
専
門
学
校
出
身
の
技
術
士･

技
術
士
補 

の
有
資
格
者
（
正
会
員
）
と
東
北
大
学
に
在
籍
し
、
本
会
の
目
的 

に
賛
同
い
た
だ
け
る
者
（
準
会
員
）
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
会
費
は
千
円
で
す
。 

産学官連携推進本部事業化推進部

本学発
ベンチャー企業

起業希望者
（本学教職員・学生）

起業支援・入居先紹介

知的財産権の活用

ビジネスプラン

産学官連携推進本部

事業化推進部
事業化支援室（窓口）

地域連携室
知的財産部
研究推進部

東北テクノアーチ（ＴＬＯ）

連携

（財）みやぎ産業振興機構
宮城県中小企業支援センター

東北イノベーション
キャピタル株式会社

技術士青葉会
（東北大学同窓会）

弁護士・弁理士

（東北大学客員教授）

T-Biz（中小機構）

あおばインキュベーション

スクェア（宮城県）

㈱テクノプラザみやぎ

市場

IPO
支援機関

入居先候補例

各研究科
研究所

共同研究
受託研究
学術指導

組織的支援

支援

人材育成

高度技術経営人財
キャリアセンター

連携

販路拡大

法務／会計

ファンド支援

人材確保

技術支援

 
     東北大学ベンチャー支援体制 
    （東北大学の組織は覚書締結当時のもの） 

 
 

  

熊谷社長 

新幹事の松本さん 

総会で報告する荒野会長 

瀬古会員の乾杯発声 
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総
会
懇
親
会
で
挨
拶
す
る 

 

三
人
の
新
入
会
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 
 

 

 

技
術
士
青
葉
会
の
発
足
目
的
と
経
緯･

会
則
（
抜
粋
） 

  

参
考
ま
で
に
本
会
の
名
称
、
会
員
、
役
員
、
会
費
。
任
期
等
に
つ
い
て 

抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

技
術
士
青
葉
会
規
約 

 
 

二
〇
〇
八
年
三
月
十
五
日
総
会
承
認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
八
日
総
会
承
認
（
年
会
費
他
修
正
） 

 

第
一
条 

本
会
は
、
技
術
士
青
葉
会
と
称
す
る
。 

第
二
条 

本
会
は
、
母
校
東
北
大
学
の
発
展
に
貢
献
し
、
技
術
者
の
能
力
開
発
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

第
五
条 

東
北
大
学
お
よ
び
そ
の
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
仙
台
工
業
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
技
術
士
法
に
規
定
さ
れ
た
技
術
士
お
よ
び
技
術
士
補
に
登
録
さ
れ
た
者
、

ま
た
、
同
法
に
定
め
ら
れ
た
技
術
士
お
よ
び
技
術
士
補
と
な
る
資
格
を
有
す
る

者
は
、
正
会
員
の
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
八
条 
会
員
は
、
総
会
で
決
定
し
た
年
会
費
を
納
入
す
る
。 

第
十
三
条 
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
会 

  

長 
 

一
名 

 

副 

会 
長 

 
 
 

三
名
以
内 

 

幹 

事 

長 
 

一
名 

 

幹  
 

事 
    

一
０
名
以
内 

 

会
計
監
事  

 

二
名 

第
十
六
条 

役
員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
任
期
は
一
期
二
年
と
し
、
任
期
は
二
期
内

と
す
る
。 

 

第
十
七
条 

役
員
は
、
無
報
酬
と
す
る
。 

第
十
八
条 

本
会
の
会
議
は
、
総
会
お
よ
び
幹
事
会
と
す
る
。 

二
．
総
会
は
、
会

員
を
持
っ
て
構
成
す
る
。 

三
．
総
会
は
、
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

定
時
総
会
お
よ
び
臨
時
総
会
と
す
る
。
四
．
定
時
総
会
は
、
年
１
回
開
催
す
る
。 

第
二
十
一
条 

総
会
お
よ
び
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す

る
。 

事
前
に
提
出
さ
れ
た
委
任
状
は
出
席
と
み
な
す
。 

第
二
十
四
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
一
月
一
日
に
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
三

十
一
日
に
終
わ
る
。 

修
正
「
二
」 

 

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
八
日
日
本
技
術
士
会
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
。
第
八
条
の
年
会
費
は
一,

０
０
０
円
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 

会
員
短
針 

  

荒
野
喆
也
氏
よ
り 

 

「
理
科
支
援
員
配
置
等
事
業(

文
科
省)

の
特
別
講
師
に 

技
術
士
が
活
躍
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
近
「
児
童
の
理
科
離
れ
」
や
「
大
学
生
の
理
工
学
部
離
れ
」
が
問
題
視
さ

れ
て
お
り
科
学
技
術
創
造
立
国
日
本
の
国
家
戦
略
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
特

別
講
師
は
、
小
学
校5,6

年
生
に
理
科
の
お
も
し
ろ
実
験
を
通
し
て
理
科
離
れ
防

止
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
で
運
営
し

て
ま
す
の
で
、
是
非
各
地
区
で
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
み
て
下
さ
い
。
日
本
技
術
士

会
が
専
用
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

河
相 

雅
史
氏
よ
り 

い
ま
ま
で
製
品
開
発
部
門
へ
の
指
導
業
務
と
し
て
安
全
な
ど
を
キ
ー
テ
ク
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
省
エ
ネ
機
器
の
開
発
の
実
績
を
用
い
、
国
内
海
外
の
排
出

権
取
引
・
環
境
事
業
支
援
な
ど
に
も
参
画
し
始
め
ま
し
た
。 

 

新入会の草間氏 

順位 大学名 企業数 FY19新設 

1 東京大学 123 2 

2 大阪大学 78 0 

3 京都大学 66 3 

4 筑波大学 65 6 

5 東北大学 56 4 

6 九州大学 53 2 

7 東京工業大学 52 7 

8 北海道大学 43 1 

9 九州工業大学 42 0 

10 神戸大学 34 0 

 

参考資料：大学発ベンチャー企業数 
    (H20年３月発表) 
H19 年度経産省産業技術調査報告書

 

会費納入のお願い 

 

配布された名簿に登録されてい

て総会等に参加されていない人

で本年分の年会費1000円未納の

方は、下記の口座に振込をお願い

します。 

 

郵貯銀行 総合口座記号10270 

番号19180351 

名義人 千葉 俊雄 

 

 

  
新入会の小山氏 

新入会の沖津氏 
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役 

員 

  
 

役
員
は
第
一
回
総
会
に
て
選
出
さ
れ
た
役
員
の
中
か
ら
互
選 

 
 

で
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
卒
業
年
・
学
科
）（
部
門
） 

  
 

会 

長 
 
 

荒
野 

喆
也
（58

機
械
）（
機
械
・
総
技
監
） 

 
 

副
会
長 

 
 

佐
藤 

光
雄
（61

機
械
）（
機
械
） 

 
 

幹
事
（
総
務
）
佐
藤 

光
雄
（
兼
任
） 

 
 

幹
事
（
総
務
）
河
相 

雅
史
（87

精
密
）（
機
械
） 

 
 

 

幹
事
（
総
務
）
安
藤 

克
己  

（77

機
械
修
）（
機
械･

総
技
監
） 

 
 

 

幹
事
（
広
報
） 

高
橋 

富
男
（64

金
属
工
学
）（
金
属
・
経
工
） 

 
 

 

幹
事
（
広
報
） 

菊
山 

紀
彦
（66

金
材
修
）（
金
属
・
宇
宙
） 

 
 

 

幹
事
（
会
計
） 

千
葉 

俊
雄
（58

機
械
）（
経
営
工
学
） 

 
 

 

幹
事
（
会
計
） 

松
本 

京
子
（02

薬
学
修
）（
生
物
） 

 
 
 

 

監
事         

田
嶋 

忠
志
（58

機
械
）（
機
械
） 

監
事 

 
 
 

 

矢
島 

政
夫
（58

機
械
）（
機
械
） 

  

後 

記 
 
 

技
術
士
青
葉
会
発
足
し
て
一,

年
半
た
っ
て
会
報
第
１
号
を
発
行
す
る
こ 

と
に
な
り
ま
し
た
。
会
の
性
格
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
単
独 

で
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
に
か
に 

よ
っ
て
、
会
の
維
持
継
続
が
左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
小
中
高
校
お
よ 

び
大
学
の
同
窓
会
の
案
内
が
こ
の
頃
多
く
な
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。 

先
日
も
、
誰
も
な
り
手
が
居
な
く
て
困
っ
て
い
る
高
校
の
同
窓
会
東
京
支 

部
長
を
勢
い
で
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
る
べ
き
姿
は
な
に
か
を 

幹
事
の
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
を
す
る
に
つ
け
て 

も
会
員
が
少
な
い
と
話
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
幽
霊
会
員
で
は
な
く
、
実 

質
的
に
行
事
に
参
加
い
た
だ
け
る
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と 

の
結
論
で
す
。
そ
れ
に
は
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
魅
力
的
な
企
画
が
大 

切
で
し
ょ
う
。
会
員
か
ら
の
声
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
会
の
運
営
が
ポ
イ
ン 

ト
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
高
橋
） 

 
 

お
し
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

技
術
士
青
葉
会 

（全
国
大
会
併
設
）会
合 

事
前
案
内 

 

梅
雨
が
明
け
て
、
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
は
元
気
で

活
躍
の
こ
と
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。 

ご
承
知
の
よ
う
に 

当
会
は
母
校
東
北
大
の
発
展
に
寄
与
し
、
ま
た
技

術
者
の
能
力
開
発
の
一
助
と
な
る
活
動
を
行
う
こ
と 

お
よ
び
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
第
三
十
六
回
技
術
士
全
国
大
会
が
来
る
十
月
十
五
日
（
木
）
と

十
六
日
（
金
）
と
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
母
校
の
あ
る
仙
台

で
の
開
催
で
あ
る
故
、
各
位
の
参
加
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で 

日
頃 

総
会
に
参
加
す
る
機
会
の
少
な
い
方
々
も
含
め
て
、

有
志
の
会
合
を
持
つ
、
在
仙
の
大
学
関
係
機
関
と
の
関
係
者
に
も
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
容
易
で
あ
る
な
ど
を
考
慮
し
て
下
記
の
よ
う
に 

会

合
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

 
 

  
 

一 
開
催
日
時 

平
成
二
十
一
年
十
月
十
六
日
（
金
）
十
五
時
半
～
十
七
時 

(
全
国
大
会
は 

十
六
日 

十
四
時
五
十
分
に
終
了
の
予
定
で
す
の

で
、
そ
の
後
の
時
間
に
設
定
し
ま
し
た
）) 

二 

開
催
場
所   
東
北
大
学
工
学
研
究
科
総
合
研
究
棟
二
〇
一
室 

青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

(

総
会
会
場
の
国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
バ
ス
で
一
〇
分
以
内) 

三  

大
学
関
係
参
加
予
定
者 

 

・
東
北
大
学
産
学
連
携
推
進
本
部
産
学
連
携
課
リ
エ
ゾ
ン
室 

 

・
東
北
大
学
高
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
人
財
育
成
セ
ン
タ
ー 

・
東
北
テ
ク
ノ
ア
ー
チ
、
・
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル 

四 

参
加
費
用 

無
料
（ 

お
茶
な
ど
の
実
費
を
当
日
徴
収
し
ま
す
） 

五 

そ
の
他 

 
 

  
 

① 

正
式
な
案
内
状
は 

九
月
上
旬
に
発
信
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

参
加
の
方
は 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
保
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

② 

会
合
後 

 

有
志
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

当
日 

会
場
等
を
決
定
し
ま
す
。
時
間
の
余
裕
の
あ
る
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

東
北
大
学
同
窓
会
報
告 

技
術
士
青
葉
会
も
正
式
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
東
北
大
学
全
体
同
窓

会
の
名
称
が
こ
の
六
月
に
萩
友
会
と
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
航
空

工
学
科
の
流
れ
を
持
つ
伝
統
あ
る
機
械
系
同
窓
会
の
本
年
の
総
会
が
去
る

五
月
十
六
日
に
行
わ
れ
、
荒
野
喆
也
会
長
か
ら
基
調
講
演
と
し
て
「
Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ(

電
磁
調
理
器)
の
開
発
と
Ｍ
Ｏ
Ｔ
」
が
開
発
者
の
苦

労
話
を
中
心
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

  

関
連
記
事 

日
本
技
術
士
会
の
組
織
が
二
〇
〇
九
年
七
月
一
日
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
図
は
新
旧
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
、
詳
細
は
月
刊
「
技
術
士
」
二

〇
〇
九
年
七
月
号
を
参
照
下
さ
い
。
な
お 

大
学
同
窓
会
な
ど
の
組
織
は

総
務
委
員
会
の
管
理
と
な
り
ま
す
。 

 


